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しかし，意味論における議論を越えてむしろ，効果
的な干渉方法を考案し実行することに関して，多様
な環境状況における伝播様式，およびその各様式の
相対的な危険度の理解に焦点を合わせるべきであ
る。一般的に，ベクター媒介性ズーノーシスは直接
的に伝播されるズーノーシスと比較して，干渉方法
を考える上でより多くの要因が存在する。（図-1）。
ベクター媒介性ズーノーシスの例としては，保有宿
主数の縮減，脊椎動物─媒介者の接触の制限（つま
り，媒介者の感染割合），媒介者数の縮減，および
媒介者─人との接触の制限が含まれる。

環境の役割

　微生物と媒介節足動物および固有宿主である脊椎
動物間の相互関係は，環境条件の変化の下に進んだ，
共進化の長い歴史を通して発達した。それゆえ，病
原体と宿主が均衡を保つことになれば，その結果と
して発症率は低下し，新興感染症の発生はまれな事
態になるのかもしれない。しかし，感染症とくに人
獣共通VBDの多様性，分布およびその影響は，新
しい疾病の出現や既知の疾病の新たな地域への拡
散，さらには症状の重篤化にともない常に絶え間な
く変化している。実際には，それらの微生物とそれ
に関連した媒介者が生息する環境は，かつてない様
相で変化している。このように，人の新興感染症は，
近年人の健康に対する重大な脅威として特徴付けら

れ，次第に研究の焦眉にもなり，かつ CVBDへの
対策作りに影響を及ぼすようになっている。
　病気が（再）出現する際の根底にある要因には，
森林伐採，灌漑，あるいは都市の人口過密化のよう
な多様な環境の変化だけでなく，人あるいは動物が
短時間で長距離移動すること，さらには抗生物質へ
の耐性発現も同じ様に含まれる。それらの環境因子
が，宿主─媒介者─病原体相互作用にどのような影
響を与えるかを理解することは，集約的な治療およ
び予防の基本である。環境─宿主─病原体という疫
学上の典型的な 3つの組合せは，これらの広範囲に
及ぶ要因が互いにどのように関連しているかを議論
するのに使われるが，しかし流動的な相互作用の方
法論においては一般的ではない。事実，病原体─宿
主相互関係にVBDの媒介者が明らかに含まれるこ
とは稀である。より動態的に概念化することが，研
究者が広い分野にわたる相互作用を評価するすべに
なるであろうし，一部の成果が逆の方向に向かって
しまったとしても，それをいかに反映するか考え始
める一助になるであろう（図-2）。通常，間接的に
伝播される微生物（たとえばVBD）および CVBD
を含む直接的あるいは間接的に伝播されるズーノー
シスにおいては，環境の占める重要度がさらに大き
くなりやすい事実を，規範的ないしは観察に基づく
根拠が示唆している。
　もう一つの問題は，環境によって意味付けされる
ものとは，はたして何者かという点である。われわ

図-1　人への二次感染を随伴する動物相互の直接および間接的（ベクター媒介性）微生物伝播サイクル。矢印は干渉可能な部位
を示す
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れは，環境には生物理学的因子（たとえば，気候，
植生，固有の環境）のみならず，伝播の危険性を左
右する生理的，知見および行動に影響を与える社会
的および経済的背景が含まれるとして論議をしてい
る。この観点は，微生物伝播の危険性に影響するそ
の他の上位因子について考えさせる（図-3）。人に
対してそれらの因子は，接触の様式を変えさせ，栄
養や免疫能力に影響を及ぼし，治療法の追求やワク
チン接種の意思に影響を与え，さらには危険性ない
しは予防に関する知識を付与するであろう，等々で
ある。CVBDの場合には，犬と飼い主の関係を通
して機能する。犬への危険性は従来の生態学的要因，
飼い主と犬のとる行動，飼い主と犬のおかれている
社会的状況といった，複雑なネットワークの中にあ
ると考えられる。この概念的な枠組みは，社会的疫
学の規定のもとに人間の慢性疾患を背景に発達した
が，感染症の研究者の間で認識されるには時間が必
要である。そのような見方は，CVBDの危険性と
その対処法を知らしめるには有効であるのかもしれ
ない。

　

新たな解析ツール

　感染症の危険性は，特に急速な経済発展，輸送力
および世界的な環境変化の時代においては，著しく
変容する可能性がある。それゆえに，感染症の動態
力学を解析するもうひとつの新しい研究課題には，
事象の動向の究明と明らかに両極にある出来事の解
釈に役立つ空間解析手法の適用が含まれる。さらに

は，環境の変化は cmの単位から大陸に至るまでと
いうような空間規模でみられ，さらには数日から数
千年間というスパンでおこる。近年，多くの新しい
手法が時間的および／あるいは空間的に変化する感
染症に対して，その特徴付け，分析，予測，そして
その干渉の仕方について知る手段に利用できるよう
になりつつある。これらには，土地利用状況／地層
を描写するための地理情報システム（GIS），遠隔
測定（RS）による衛星写真，対象となる空間域を
調査するための様々な統計学的試験，時空情報シス
テム（STIS）による他の統計学的試験，および予
測的かつ空間的に明確なシミュレーションモデリン
グが含まれる。前述のように，時間的および空間的
多様性などが感染症の危険度に及ぼす影響は，各病
原体の特徴と伝播様式に依存する。しかし，VBD/
CVBD におけるその影響はおそらく，空間や時間
といった要素に増幅して現れやすいので，新たな手
法を用いて正当化することになる。空間あるいは時
空解析は，分布様式に関する見解（疾病と環境地図
─仮説の展開），疾病群の同定（症例の分布様式に
関する近接性の試験），疾患─環境パターンの評価
（暴露の近接性に関する仮説の実証），時空間的変化
の特性化（回顧的，予測的），干渉対策の計画策定（環
境，対処能力，処理能力），および未来事象と変化
の予測（早期警戒システム）に用いられる。これら
の重要な成果のいずれについてもそれを請けられる
のは，情報の適切な運用，統計学ソフトウェアへの
理解および研究ないしは干渉対策の目的の如何によ
る。われわれは，人のVBDの多様なパターンをよ

図-2　各因子間の動的相互関係を図解するために矢印で示
した病原体と宿主および環境からなる古典的疫学三
角モデル

図-3　個体および集団の健康に影響を及ぼす生物物理的お
よび環境面から俯瞰するますます多様化する複数因
子の概念的モデル
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り一層理解するため，それらのツールの応用に成功
しており，過去数十年間にその他の多くのグループ
による時空解析の使用例も増加してきたが，その中
には CVBDに関わるグループも含まれる。仮説を
注意深く導き出す場合や適切な情報があるときに
は，これらのツールは現存のパターンとの比較同定，
およびより適切な干渉対策の決定にとって非常に有
効である。

結　　語

　多くの環境因子は様々な形で CVBDの危険性に
影響するが，それは関連事項の慎重な分析が新たな
危険性を最小にすると同時に，疾病を縮減する干渉
対策を可能ならしめる示唆になる。環境変数が伝播
経路に影響を及ぼすには複数の経緯があり，それは
人口移動，森林破壊，農業開発，人の行動変化，あ
るいは経済開発計画における意図的でない副次的な
影響といったさまざまな状況の中で，その複雑化が
進行している。さらに，世界中のいかなる地域で変
化がおこったにせよ，間接的な反応が遠く離れた地
域の健康状態に影響を与えることがある。そのよう
な影響のほとんどは，もはやそれ以外は妥当である
といえる政策，あるいは開発計画の予期せぬ結果と
して片付けられない。理論的な解析および過去の記
録は，“予期せぬ事態”はその可能性を含めて対象
となる調査の一部に組み込まれ，時として予期すべ
き対象であることを示唆している。複合的，間接的
かつ場合によっては非直線的な効果は例外的な結果
ではなく，むしろひとつの規範として考慮されるべ
きである。しかし，生態学上の経路の複雑性は，効
果の方向性が伝播サイクルの異なる要素において
は，正反対に働くようなこともある。このように小
さな変化が拡大され多様な影響を引きおこす場合が
ある。そういった複雑な相互作用および多様な変数
があるため，環境変化により引きおこされる感染症
の転帰を正確に予測するのは不可能である。従って，
健康医療者およびそれに関わる人々への課題は，妥
当な予測を導き出す過程とその背景を理解した上で
の分析にある。これは一元的な取り組みではなく，

獣医師，医師，公衆衛生および環境科学者，そして
一般の人々が貢献しうるものである。人のVBDの
疫学から導入された概念とそのツールの多様さは，
CVBDの理解を改めるのに有効であるに違いなく，
またその逆も真なりである。このふたつの領域にお
ける研究，実践および政策上のより入念な比較が非
常に有益であるに違いない。
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